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研究成果の概要（和文）：　本研究では、一見例外に思われる統語的振る舞いをする問い返し疑問文、談話連結表現、
日本語の熊本方言の主格、右方移動、幼児の言語獲得現象を中心に近年のミニマリストプログラムのフェイズに照らし
て考察し、談話とのインターフェイス構造としてのフェイズの役割を明らかにした。そこで、話題(topic)、　焦点(fo
cus)、特定性(specificity)、メタ疑問、否定に関わる素性がいかに統語構造に反映され、統語派生のメカニズムに関
与するかを示した。

研究成果の概要（英文）：　This study has explored apparent exceptional syntactic behavior of various 
phenomena, including echo-questions, D-linked expressions, -no nominative of Kumamoto Japanese, rightward 
movement and language acquisition of infants, in light of recent proposals of the Minimalist Program in 
the generative grammar and explicated the role of ‘phase’ as the interface structure with the 
discourse. It has verified how features involved in topic, focus, specificity and meta question/negation 
are reflected in syntactic structures and play a part in the mechanism of syntactic derivations.

研究分野：人文学　英語学・言語学　統語論
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１．研究開始当初の背景 
生成文法理論に基づく談話概念を反映さ
せた近年の研究は、Rizzi (1997)に始まる CP
構造のカートグラフィック的研究に代表さ
れるように、topic, focus等の概念を組み込ん
だ文文法構造研究である。それは、Rizzi 
(2002, 2004, 2006)、Haegeman (2000, 2006, 
2012)、Maeda (2010)に代表されるように英
語を含むヨーロッパ諸言語の文法現象の解
明に寄与してきた。（その日本語への応用と
しては、Endo (2007)を参照。） 
また、CP 構造は生成文法研究において、
近年特にフェイズ理論(Chomsky 2000, 2001, 
2005, 2007,2008)の中で理論的側面からもそ
の重要性が増しており、その構造研究は文法
理論構築の観点からも意義深い。 
 
本研究代表者は、否定文の節構造を長年の
研究課題とし、近年、研究分担者の一人とと
もに、節と名詞表現の平行性をフェイズ理論
に照らして考察してきた。そして、その研究
の中で談話的要因による規則の例外の存在
に着目するようになった。 
具体的には、 

(1) 談話的な「メタ言語否定(metalinguistic  
negation)」(Horn (1985, 1989))と呼ばれる
否定文には通常の否定文にみられる制約
が働かない。 

(2) 名詞表現で、「談話連結(D-linking) 」
(Pesetsky (1987))と呼ばれる談話と結びつ
いた表現はそうでない表現と異なる例外
的ふるまいをする。 

(3) さらに対話者の発話を繰り返して尋ねる
「繰り返し疑問文 (echo question)」
(Culicover (1976))は通常の疑問文とは異
なる文法規則に従っているようにみえる
といったことである。 
これらの現象に対し、「何故」の問いを探求
し、そのメカニズムを解明することにより、
例外の説明だけではなく、談話とのインター
フェイス構造を含む従来とは違う CP構造が
明らかになり、フェイズ理論に対する新たな
貢献が期待できると考えた。さらに、その際、
CP 以外のフェイズ特に DP との関係、英語
以外の言語、特に日本語での振る舞い、なら
びに右方移動や幼児の言語獲得を探ること
により、より包括的な文法の姿が明らかにな
ると考え、本研究プロジェクトを提案した。 
 
２．研究の目的 
単文レベルで働く文法制約が、ある談話の
中で用いられた場合に働かない場合がある。
それは従来、例外扱いされてきた現象である
が、談話のなかであれ、文として機能してい
る以上、何らかの統語的メカニズムが働いて
いないはずはない。 
本研究は、この直感を近年の生成文法理論
に照らして実証するものである。すなわち、
本研究は、以下の 2点を目的とする。 
(1) 一見例外的に思われる具体的現象の分析

を通して、統語構造における談話とのイン
ターフェイス構造を探求し、その統語的メ
カニズムを解明する。 

(2) インターフェイス構造のフェイズとして
の役割を検証し、最適の文法理論構築に貢
献する。 

 
３．研究の方法 
例外的に思われる現象から談話とのイン
ターフェイス構造としての統語構造とメカ
ニズムの解明を目指し、フェイズの役割を検
証することを目的とする本研究プロジェク
トは、その目的達成のために、最新の理論的
動向を十分に見極めることが必要であると
同時に、できるだけ多くのデータと照らした
実証的研究が必要と考え、以下の分担と手順
で研究を行った。 
 
分担 
<研究代表者（西岡）> 
 CP の内部構造とそれに関わる文法現象
（メタ言語否定、繰り返し疑問文、topic, 
focusに関わる日本語の方言）の研究 ならび
に統括と総合 
<研究分担者（増冨）> 
 DP, nP の内部構造とそれに関わる文法現
象（談話連結、特定性）の研究  
<研究分担者（田中）>   
 右方移動と focusのフェイズ理論研究 
<研究分担者（團迫）> 
 子供の機能範疇の獲得と日本語の方言研
究からの CP構造の検証 
 
手順 
(1) 基礎資料の収集と作成 
研究代表者と分担者がこれまで構築して
きた考察を発展させ、CP、 TP、vP、DP
の各領域を中心にそれぞれの分析対象に
関する文献を整備し、また、インフォーマ
ントチェックにより、基礎資料の収集と作
成を行った。また、ミニマリスト・プログ
ラムの最新の動向を的確に把握するため
に、同時に理論的考察に必要な言語学、英
語学の文献を整備した。 

(2) 個々の現象の分析と理論化 
そして Topic、Focus という概念を軸に
通例の統語規則の例外と思われる現象の
統語構造を詳しく分析し、当該現象を説
明するために派生に基づく理論化をCP、
vP、DP、nPに関して行った。 

(3) 総合、理論的意義の考察 
そのことにより、CP 、DP フェイズ内
での機能範疇間の相互作用と内部構造を
明らかにし、本研究のもつ理論的意義を
考察し、文法理論構築への貢献をめざし
た。 

(4) 成果の公表 
その成果について全員でシンポジウムを
行い、学会での評価を受けた他、各自で国
内外の学会発表を行い公刊し、公表した。 



 
４．研究成果 
 本研究は、一見例外的に思われる様々な現
象の統語分析を通して、談話とのインターフ
ェイス構造をもつと考えられる CPと DPの
内部構造と役割をミニマリストプログラム
のフェイズ理論と機能範疇のカートグラフ
ィック研究に照らして考察し、現象の解明と
理論構築への貢献を行った。その研究内容と 
成果は以下のようにまとめられる。 
 
(1) 通例の否定文や疑問文に見られる「島の
制約」や「優位効果」等が発話の繰り返しを
伴うメタ言語否定と繰り返し疑問文では消
失する。これは単なる例外ではなく、繰り返
しの談話構造を反映した以下の(i)のような
メタ疑問、否定投射が CP上位に存在し、ス
コープ内の要素を束縛して焦点化を行うメ
カニズムが働いている。 
 
  (i) [Q/NEGi [CP [TP…XPi…]]] 
 
これは、繰り返し疑問文に関しては日本語で
顕在的に「って」により実証されることを明
らかにした。（論文②、学会発表⑤、⑥にて
公表） 
 
(2) CP 領域内には確認や同意といった談話
構造を反映した投射があることを、下記のよ
うな否定の意味を持たない一語化した終助
詞「くない」を含む構造を容認する日本語の
九州方言により実証した。これは標準日本語
では見られない現象であり、標準日本語の観
点からは例外的である事実観察による分析
のインターフェイス構造解明への貢献であ
る。（論文⑤、学会発表①にて公表） 
 
  (ii) [CP [TP…]…くない] 
 
(3) (2)と同様に一見例外的に見える日本語の
方言の事実として九州方言特に熊本方言の
主格「の」の用法がある。本研究ではこの方
言の主格「の」の統語的位置、意味の詳しい
分析により、日本語における主語の位置と移
動のメカニズムを解明した。熊本方言では、
TP 指定部へ移動した主語は「が」で表わさ
れ、動詞句内にとどまる主語は「の」で表わ
されるが、前者は topic/focus解釈となるのに
対し、後者はその解釈ができない。それは、
Miyagawa (2010)が提案したように談話配置
型の日本語は一致言語の英語とは異なり、
Chomsky (2007, 2008)と素性継承のメカニ
ズムにおいて C から T に継承される素性が
topic/focusであり、topic/focus解釈をもつ主
語は TPの指定部へ移動するがもたない主語
は動詞句内にとどまるとする分析が正しい
ことを実証するものである。（論文①⑧、学
会発表③④にて公表） 
 
(4) 優位効果などを受けないという例外的な

振る舞いを示す談話連結表現(which NP)な
らびに特定的解釈をもつ(不)定名詞表現の内
部構造を詳しく検討した結果、以下のように
DP も CP と並行的複数の機能範疇からなっ
ていることを明らかにした。 
 
  (iii) a. CP layer  … 

Force…(Topic)…(Focus)…Fin IP 
        b. DP layer  
          Reference…(Specificity)…(F…) 

nP 
 
この分析では、定名詞句からの談話連結表現
の抜き取りは、DP フェイズの edge に位置
する SpecificityPの指定部を経由して移動す
ることになるが、不定名詞表現からの抜き取
りは特定性の解釈に応じて nP のフェイズ性
が異なるために文法性に違いが生じること
を明らかにした。(論文④、⑥、⑨、学会発表
⑦) 
 
(5) 重名詞句移動、名詞句からの右方への抜
き取り構文は、左方移動の場合と同様にフェ
イズの edge 素性により派生するが、両者の
違いは、左方移動の場合移動する要素が上位
の機能範疇と一致素性を有するが、右方移動
の場合にはそれがないことのみにあること
を明らかにした。また、いずれの場合にも、
フェイズの edge 素性による移動には
multiple Spell-Outが適用することを仮定す
ることにより、右方移動構文の様々な特性が
引き出せることを明らかにした。また、右方
接点繰り上げ構文との違いも明らかにした。
（論文③、⑩、研究発表⑧） 
 
(6) 英語の言語獲得期の幼児は大人の文法で
は見られない空主語文を発話する。これは、
幼児が CPまで投射していないからとする 
従来の分析の問題点を明らかにし、定形性を
考慮に入れた代案を提出した。（学会発表⑨） 
また、存在文における定性制約を幼児が発達
のどの段階で獲得するのかを考察し、機能範
疇の果たす役割を明らかにした。（学会発表
②） 
 
上記研究は、例外的に思われる個々の現象
の検証を積み上げ、取り扱った現象がいずれ
も規則の例外ではなく、むしろフェイズに関
する機能範疇の役割を明らかにするもので
あることを実証したものである。このような
総合的研究はこれまでになく独自性が高い
と言える。また、本研究は、フェイズにおけ
る機能範疇のカートグラフィが重要な役割
を果たすことを示唆している。今後、さらに
フェイズのカートグラフィ研究を推し進め
ることにより、フェイズの核が何であるのか、
従来強フェイズ、弱フェイズとして区別され
てきたことを本質はどこにあるのか等の新
たな課題へとつながる研究となった。 
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